
JSTHE 2026 年度 第 1 回研究会 実施要項 

会員による観光ホスピタリティ教育の実践報告 

2026 年 8 ⽉ 
⽇本観光ホスピタリティ教育学会 研究事業委員会 

観光ホスピタリティ教育は、⼤学の学びのなかだけで完結するものではありません。⾼等学校との
接続、地域・産業界との協働、オンラインを活⽤した新たな学びの設計など、会員の皆様はそれぞれ
のフィールドで多様な教育実践を積み重ねておられます。⼀⽅で、実践から得られた知⾒は個々の現
場に留まりやすく、会員相互で共有し、議論を深める機会は必ずしも⼗分とはいえません。 

2025 年度に実施した会員アンケートでは、対⾯の場における「リアルな実践知の共有」を求める声
が数多く寄せられ、回答者の約 86％が登壇に前向きであることも⽰されました。これらの結果を踏ま
え、研究事業委員会では、会員による教育実践を共有し、相互の対話を通じて新たな知⾒を⽣み出す
「参加・共創型」の研究会を企画しました。 

本研究会では、会員の皆様から公募した観光関連教育の実践報告 4件を取り上げます。⾼⼤連携に
おける⽣徒・学⽣交流の設計、オンラインを活⽤した⾼⼤連携授業、⾼校を核とした地域共創型の観
光まちづくり、商⼯会議所と⼤学ゼミの連携による地域資源の掘り起こしなど、いずれも教育現場と
地域社会をつなぐ具体的な取り組みです。各報告後には質疑応答の時間を設け、参加者相互の対話を
通じて、これからの観光ホスピタリティ教育の可能性を探ります。 

対⾯・オンラインのいずれでもご参加いただけます。会員・⾮会員を問わず、多くの皆様のご参加を
お待ちしております。 

1．開催概要 

開催⽇時 2026 年 9 ⽉ 5 ⽇（⼟）15:00〜17:15 

会  場 
⼤阪商業⼤学 ユニバーシティ・コモンズ リアクト（⼤阪府東⼤阪市御厨栄町１丁 
⽬ 5 番 25 号）3 階  セミナールーム 
https://ouc.daishodai.ac.jp/react/ 

開催⽅法 対⾯＋オンライン（ハイブリッド開催／Zoom 使⽤） 

研究会テーマ 会員による観光ホスピタリティ教育の実践報告 

主  催 ⽇本観光ホスピタリティ教育学会（JSTHE） 
担当：研究事業委員会 

参 加 費 無料（会員・⾮会員を問わずご参加いただけます） 

https://ouc.daishodai.ac.jp/react/


2．プログラム 

時 間 内 容 

15:00〜15:10 
開会の辞・趣旨説明 
 開会の辞：福本 賢太（本学会副会⻑／阪南⼤学 国際学部 教授） 
 趣旨説明・総合司会：鈴⿅ 剛（研究事業委員会委員⻑／四国⼤学 准教授） 

15:10〜15:35 
【報告 1】観光教育をめぐる⾼⼤連携における学習⽬標としての⽣徒・学⽣交流
（仮題） 
野⼝ 洋平 ⽒（愛知淑徳⼤学 交流⽂化学部） 

15:35〜16:00 
【報告 2】「観光ビジネス」における持続可能な⾼⼤連携授業の実践 
−常陸⼤宮⾼校のオンライン授業を事例として− 
澤井 萌 ⽒（茨城キリスト教⼤学） 

16：00〜16：15  休憩 

16:15〜16:40 
【報告 3】⾼校を核とした地域共創型観光まちづくりモデルの構築 
−観光ホスピタリティ教育と超学際（TD）アプローチの視点から− 
徳永 俊⼀ ⽒（愛媛県⽴⼟居⾼等学校・佛教⼤学 社会学部） 

16:40〜17:05 
【報告 4】寺町観光に向けた地域連携の取り組み 
〜秋⽥商⼯会議所と⼤学の観光ゼミとの連携を事例に〜 
湯澤 真 ⽒（ノースアジア⼤学 総合政策学部 国際学科 観光コース） 

17:05〜17:15 
総括・閉会の辞 
中村 哲（本学会会⻑／⽟川⼤学 教授） 

※ 各報告は、報告 15 分程度、質疑応答 10 分程度（計 25 分）を⽬安とします。 
※ 報告順および時間配分は、今後の調整により変更となる場合があります。 
※ 各報告の要旨は、別紙「報告要旨」をご参照ください。 

 

3．会場利⽤に関する注意事項 

【会場利⽤に関する注意事項】 
・研究会会場（リアクト 3 階）は⾷事禁⽌です。 
・飲料は、蓋付きのペットボトルまたはタンブラーに限り持ち込み可能です。 
・1 階では飲⾷が可能です。 
・当⽇限定のゲスト⽤ Wi-Fi アカウントを発⾏予定です。 



【別紙】報告要旨 

JSTHE 2026 年度 第 1回研究会（2026 年 9 ⽉ 5 ⽇／⼤阪商業⼤学） 

【報告 1】観光教育をめぐる⾼⼤連携における学習⽬標としての⽣徒・学⽣交流（仮題） 
野⼝ 洋平 ⽒（愛知淑徳⼤学 交流⽂化学部） 
本報告では、観光分野における⾼⼤接続に着⽬し、特に⽣徒・学⽣の「交流機会の創出」を通じた学
習（学修）⽬標の設定、課題、および今後の展望について検討する。具体的には、愛知淑徳⼤学交流⽂
化学部・観光専攻主催の「⾼⼤観光交流会」を取り上げ、①⾼校・⼤学それぞれにおける学習（学修）
の具体化、②⽣徒・学⽣の成⻑を測定する評価ツールの構築、③具体的課題への取り組みを通じた実質
的な⾼⼤連携の実現、という 3つの視点から、本実践における意義と展望を検討する。都合がつけば、
同交流会に参加経験のある⾼等学校の教員にも参加してもらい、⾼校側の受け⽌めや要望、課題につい
ても紹介する。 

【報告 2】「観光ビジネス」における持続可能な⾼⼤連携授業の実践−常陸⼤宮⾼校のオンライン授業を事
例として− 

澤井 萌 ⽒（茨城キリスト教⼤学） 
報告者は昨年より常陸⼤宮⾼等学校の「観光ビジネス」の授業において、観光実務者の知⾒を活かし
た出前講義や連携授業に取り組んできた。その際、発表者及び連携している⾼等学校教員から、⾼校⽣
とのラポール形成の困難さや、授業間の時間的隔たりにより、⽣徒が内容のつながりを意識することの
困難さが指摘された。発表では、これらを踏まえ、現在⾏っているオンラインでのチームティーチング
の実践を取り上げ、その⼿法や効果について報告する。 

【報告 3】⾼校を核とした地域共創型観光まちづくりモデルの構築−観光ホスピタリティ教育と超学際
（Transdisciplinary：TD）アプローチの視点から− 

徳永 俊⼀ ⽒（愛媛県⽴⼟居⾼等学校・佛教⼤学 社会学部） 
前研究（報告者 2026 佛⼤修⼠論⽂）では、⼟居⾼校情報科学部の地域活動を社会学的に分析し、⾼校
が教育機関に留まらず、地域コミュニティの核として地域課題の解決や⼈材育成、観光まちづくりに貢
献していること、さらに教員が産官学⺠をつなぐキーパーソンとして地域共創を推進していることを明
らかにした。本研究では、その成果を基盤に、超学際（TD）アプローチを⽅法論として、観光学、特に
ホスピタリティ教育の視点から地域活動を再解釈し、⾼校を核とした地域共創型観光まちづくりモデル
の構築を⽬指す。 

【報告 4】寺町観光に向けた地域連携の取り組み〜秋⽥商⼯会議所と⼤学の観光ゼミとの連携を事例に〜 
湯澤 真 ⽒（ノースアジア⼤学 総合政策学部 国際学科 観光コース） 
秋⽥市は城下町に起源をもつ町であるが、市内中⼼部での観光素材の不⾜が⻑年の課題となってい
る。そのような中、寺院が集中する寺町地区を観光資源として売り出そうというプロジェクトが秋⽥商
⼯会議所を中⼼に進められている。このプロジェクトに報告者の勤務校の観光コースのゼミが参画する
ことになった。今年度前半には商⼯会議所等の関係者による出前授業に加え、ゼミ⽣による現地でのフ
ィールドワークも実施した。この秋には市⺠も交えてのワークショップも予定されている。ここに⾄る
までの経緯と今後の課題について⾔及する。 

※ 報告要旨は、発表申込時にご提出いただいた内容に基づいています。発表題⽬には仮題を含みます。 


